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　◎　ERINAビジネスセミナー
     「中国の産業用ロボット・生産設備産業の動向と可能性」（6月28日）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　を開催します。
　◎  「国際人材フェア・にいがた2018」（6月9日）では、
      新潟県内企業に就職を希望する留学生を募集しています。
　◎  9月にソウルで開催される
     「2017韓日部品素材調達商談会」「韓国青年人材採用相談会」の参加企業を
                                                         募集しています。
　◎　新潟県内高校・中学を対象に「ERINA出前授業」の申し込みを受付中です。
　◎　英文学術誌『The Northeast Asian Economic Review』編集委員会では
　　　投稿論文を募集しています。
　◎　『ERINA REPORT (PLUS)』編集委員会では投稿をお待ちしています。
　◎　ERINA 賛助会員・購読会員のご案内
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　モンゴルで栽培したソバを静岡へ、秋田の稲庭うどんを上海へ、島根生まれ台湾
育ちのコメで日本酒を。今号では、国を超えた食のコラボの話題で賑わっています。
（編集長）
----------------------------------------------------------------------------
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　━━　ロシア極東情報　━━

  ◇  沿海地方から活カレイを中韓に輸出  ◇

  極東産カレイが生きたままロシアから中国と韓国に届けられた。会社は琿春に14
トン、束草に5.1トンほどのカレイを輸出した。漁獲地から最終消費者までの道の
りは、10日以内だと、「太平洋ロシア」は報じている。
  これまで、アジア太平洋諸国へは冷凍か熱処理された魚しか輸出されていなかっ
た。企業グループ「アンテイ」の関係者は、活魚を輸送するために船の設備更新を
行うことを決めた。この目的で、船に専用の貯蔵庫と活魚の生命維持システムが設
置された。
  現在、魚の積替工程の短縮と、それによる輸送日数の短縮の可能性を、専門家が
検討している。既存の生産力では、最大で月50トンのカレイを水揚げすることがで
きる。今年の実績は、120トンになるだろう。
  2019年の計画では、沿海地方産のホタテガイとナマコのアジア太平洋諸国への出
荷が始まる。現在、関連するインフラの整備がウラジオストク市ルースキー島で行
われている。この方面の拡大への投資総額は、直近の数年間に2億ルーブル余りに
なることだろう。
  極東投資誘致・輸出支援エージェンシーの話では、アンテイ・グループの系列企
業が近々、ウラジオストク自由港に入居する。申請書は既に審査、承認済みだ。
（太平洋ロシア4月29日）

  ◇  ソラーズ社長がTORでの事業登記の許可を首相に求める  ◇

  ソラーズ社のワジム・シベツォフ社長が政府との会合で、新規プロジェクト、特
にエンジン製造関連事業を先行経済発展区の枠内で登記する許可をメドベージェフ
首相に求めたことを、ユーリー・トルトネフ副首相が記者らに告げた。
  「今日、ソラーズの社長はメドベージェフ首相に、先行経済発展区（TOR）の枠
内で新規プロジェクトを登記する許可を求めたが、残念ながら、経済特区（ソラー
ズはウラジオストクの経済特区の入居者）で同社は、文書のすり合わせ、特区の整
備プロジェクトにかなり多くの時間を費やしている」と副首相は述べた。副首相は、
ソラーズの新規プロジェクトが参入できるように、TORの境界が広げられるだろう
と明言した。（Rambler News Service 5月5日）

  ◇  ハバロフスク空港に新ターミナルができる  ◇

  国家鑑定総局がハバロフスク空港の新しい国内線空港ターミナルビルのプロジェ
クトを承認した。（株）ハバロフスク空港のマリーナ・クラフチェンコ広報室長が
タス通信に話したところによれば、その建設費は45億ルーブル程度になるという。
  新ターミナルの面積は2万6000平方メートル、乗降客処理能力は毎時1200人とな
る。同プロジェクトは歩道スペース、駐車場、公共交通機関の進入路を備えた空港
ターミナルビル敷地の整備を見込んでいる。
  この複合ビルは一部外資の民間の資金で夏に着工する。「ハバロフスク」先行経
済発展区（TOR）に入居する（株）ハバロフスク国際空港がプロジェクトの実施を
担当する。2019年初めの竣工が予定されている。
  新ターミナルの建設と同時に、既存のターミナルが拡張される。その面積は5200
平方メートルから8200平方メートルになる。改修工事は来年に終わる。
（DV.land 5月10日）

  ◇  1000億元規模の中ロ地域発展基金設立に中国が意欲    ◇

  中国国家発展改革委員会は1000億人民元（約145億ドル）規模で初期資産額100億
元（約14.5億ドル）の中ロ地域発展協力投資基金を設立する意向を持っていること
が、北京での「一帯一路」フォーラム開催中に明らかとなった。この基金の設立目
的はロシア極東と中国東北部の発展だ。
  これは既に、この種の中ロ共同プロジェクトとしては初めてのものではない。
2012年6月には、ロシア直接投資基金（RDIF）と中国投資有限責任公司（CIC）が立
ち上げた中ロ投資基金の設立が完了している。この20億〜40億ドルを運用する基金
の主な設立目的は、より一層緊密な中ロ経済関係を反映するプロジェクトへの投資
の高収益率の確保だとされていた。中ロ投資基金は昨年末、Tus-Holdings（啓迪控
股股〓有限公司）と、1億ドル規模の中ロベンチャーファンドの設立に関する協定
書に署名した。（EADaily 5月15日）

〓：にんべん+分

  ◇  ヤクーチアから中国へ原料炭を輸出  ◇

  石炭会社「コルマル」と中国の鉄鋼大手「宝鋼集団」が最高級原料炭24万トン輸
出の年間契約に署名した。
  コルマル・セールス・アンドロジスティクス社のアンナ・ツィビレワ会長によれ
ば、コルマル社は宝鋼集団に24万トンの最高級原料炭「イナグリンスキー」を「イ
ナグリンスカヤ1」選炭工場から輸出する長期契約に署名した。ツィビレワ会長は、
この契約の有効期間は2017年4月から2018年3月までだと述べた。「イナグリンスカ
ヤ1」工場から宝鋼集団への複数回の順調な原料炭の試験的出荷を経て、契約書は
署名された。
  チュリマカンスコエ原料炭鉱床（イグナリンスキー採鉱・選鉱コンビナート）の
石炭増産プロジェクトは、デニソフスコエ鉱床の開発とハバロフスク地方ムチュカ
湾の貨物ターミナル建設を含む、企業グループ「コルマル」の総合投資計画の枠内
で実施中だ。採鉱・選鉱コンビナートの第1期工事は国の特定目的対インフラ支援
を得た。採鉱・選鉱コンビナートの第2期工事は、「ユジナヤ・ヤクーチア」先行
経済発展区（TOR）の入居企業として行われている。
  「イグナリンスカヤ」炭坑と「イグナリンスカヤ2」選炭工場の稼働開始は2018
年に予定されている。2019年に設計生産力に達すると、総加工量は年間600万トン、
精炭の生産量は年間450万トンになる。（極東開発省5月16日）

  ◇  KGKの工房が9月にロシア極東にオープン  ◇

  第3回東方経済フォーラム会期中に、インド宝飾大手のKGKがウラジオストク自由
港域内にダイヤモンド研磨工房を開設する。ユーリー・トルトネフ副首相兼ロシア
極東大統領全権代表がこれについて記者らに伝えた。
  「KGK社と合意に達した。彼らはALROSAの関係者と会い、供給量について協議し
た。インド側は東方経済フォーラム開催中に工房を開設する。そのために既に、設
備も取り寄せ済みだ。工房の人材教育プログラムはかなり高度だ。当初はインド側
の従業員がかなり多いが、彼らは人材を養成し、一部をロシア人と入れ替えるだろ
う」（トルトネフ副首相）。
  「ウラジオストク自由港入居者としてのロシア極東での新工場の操業開始は、こ
の地域での事業拡大のためのしかるべき特恵待遇の利用を可能とし、アジア太平洋
諸国への研磨ダイヤモンドを輸出する本格的なチャンスを開く」とコタリ会長は述
べた。（極東開発省5月18日）

　━━　中国東北情報　━━
　
  ◇  ハルビン市、黒龍江省で初めてネガティブリスト実行都市に  ◇

  ハルビン市政府行政サービスセンターからの情報によれば、5月1日、『ハルビン
市市場参入ネガティブリスト草案（試験版）』と『ハルビン市外商投資ネガティブ
リスト』が正式に公布され実施されることになった。この『草案』では禁止カテゴ
リーの17業種93種744項目、制限カテゴリーの22業種225種類842項目が含まれる。
一方、『外国企業投資ネガティブリスト』では禁止カテゴリーが12業種36項目、制
限カテゴリーが14業種65項目に言及されている。これにより、ハルビン市が黒龍江
省で初めてネガティブリスト制度を実行する都市になった。この措置はハルビン市
行政審査制度改革の重要な指標となり、市場参入の新しい段階を開拓することにな
るだろう。
  調べによれば、ハルビンは市と区県レベルで同じように改革を進めている。『草
案』は商業登記・外国企業投資・固定資産投資の分野やその他の行為など4分野の
行政審査サービス内容を盛り込んでいる。ハルビン市は行政審査許可プラットフォー
ムを充分に利用し、「インターネット＋政務サービス」の条件と合わせて、統一し
た規範をもつ、市および区県（市）が連動したネガティブリスト管理システムを構
築した。人々はハルビン市の行政審査ネットワークに登録し、ネガティブリストペー
ジをクリックしてログインすることができる。
  システムは自動的にリストにおける禁止・制限の内容を警告し、投資者がインター
ネットや携帯のAPP方式を通して、商業登記あるいは基本的な建設項目で全体の申
請フローを知らせてくれる。同時にその申請がネガティブリストに関係しているか
どうかを提示してくれる。さらに、システムはハルビンの各産業園区の禁止・制限・
支援を奨励する産業カテゴリーの条件を集めて、園区内の土地資源の使用や余剰資
源の状況および園区の運営概況等の多くのデータを統合し、投資者の検索を便利に
している。（黒龍江日報4月28日）

  ◇  政府5部門が旧工業都市と資源型都市の産業転換を支援  ◇

  先頃、国家発展改革委員会・科学技術部・工業情報化部・国土資源部・国家開発
銀行が共同で『第1期旧工業都市と資源型都市の産業転換・アップグレードを支援
するモデル区の建設に関する通知』（以下は『通知』）を配布した。第1期の旧工
業都市と資源型都市産業転換・アップグレード示範区に選出された12都市（経済区）
に、吉林省の中部地域（長春−吉林−松原）が入った。
  この12都市（経済区）は、遼寧中部地域（瀋陽−鞍山−撫順）、吉林中部地域
（長春−吉林−松原）、河北唐山、山西長治、山東シ博、安徽銅陵、湖北黄石、湖
南中部地域（株洲−湘潭−婁底）、重慶環都市区、四川自貢、寧夏東北地域（石嘴
山−寧東）だ。
  『通知』は以下のように指摘している。これらの都市（経済区）は近年産業転換・
アップグレードの分野で多くの事業を展開しており、全国の類似する他都市に比べ
基礎条件が良く、事業への人的・物的資源の投入量が多く、改革・イノベーション
施策が実際的で、示範的な役割を明らかに果たしており、産業転換・アップグレー
ドを促進する一つのモデルをつくった。これらの都市（経済区）の産業転換・アッ
プグレード示範区の建設事業を支援することは、経済発展パターンの転換と供給側
の構造改革の促進、産業発展の集約化水準の向上、経済発展の質の向上と効果の増
強、示範帯動（モデル区がけん引する）・典型引路（典型的都市が発展の道を導く）
・以点帯面（発展の効果を中心都市から周辺にまで波及させる）・率先突破（モデ
ル区が先に目標を突破する）といった目標の達成に有利であり、類似する全国の他
都市における発展方式の転換に経験を提供できる。
  今後、吉林省は次の3方面に力を入れて事業を着実に進めていく方針だ。第1に、
組織のリーダーシップを強化し、省レベルの事業推進・指導メカニズムをできるだ
け早く構築する。第2に、重点的な事業を明確にし、3つの都市に産業転換を同時に
実行させる。第3に、省・市両レベルが政策で力を合わせ、関連する措置をできる
だけ早く実行に移し、貴重なチャンスを地道な発展の動力に変える。
（吉林日報4月29日）

  ◇  ハルビン−ウラジオストク線、週7便に増便  ◇

  中国民用航空局ハルビン航空券販売所によると、5月11日、四川航空がハルビン−
ウラジオストク国際線を初めて開通した。
  ハルビン−ウラジオストク線は、四川航空がA321型機を使用し、毎週木・日曜日
に運航する。具体的には、7時30分にハルビンから出発、9時にウラジオストクに到
着、10時10分にウラジオストクを離陸、11時15分にハルビンに着陸。四川航空の参
入に伴い、ハルビン−ウラジオストク線は中国南方航空、四川航空、ロシア・オー
ロラ航空3社が運航するようになり、週に7便に増便され、両都市間の政治的・経済
貿易的・人的交流に大いに便宜を与えることになる。（黒龍江日報5月12日）

  ◇  遼寧省、「一帯一路」沿線諸国・地域で103プロジェクトを重点的に促進  ◇

  営口港から7000キロメートル離れたロシア首都モスクワにあるBely Rast物流セン
ター第1期工事は、プロジェクトの入札募集が次々に始まり、2018年上半期に竣工す
る見込みだ。この工事は営口港とロシア鉄道株式会社との協力単体プロジェクトで、
今後は欧州にまで波及するモスクワ行き中欧定期列車の集散・積替え拠点となる。
  遼寧省内の多くの企業は「一帯一路」の建設に積極的に参加し、営口港のBely Rast
物流センタープロジェクトをはじめとする重大プロジェクトが沿線諸国で始動する
よう推し進めている。5月11日、省商務庁によれば、部分的に建設する・部分的に
備蓄する・部分的に企画するという連続開発メカニズムに基いて、遼寧省は国際生
産能力と設備製造に関する重大連携プロジェクトのデータベースを構築し、連携プ
ロジェクトへの動態的管理を実現した。現在、プロジェクトのデータベースは海外
投資（工場建設、合併買収を含む）、海外での園区建設・経営、工事請負3種類103
プロジェクトをカバーしている。
  この103プロジェクトは、産業構成からみれば、設備製造、越境物流、資源開発
など遼寧省の優位性のある産業を含み、地域分布からみれば、主に中東欧、東南ア
ジア、東アフリカなどの地域に進出しており、ロシア、モンゴルなどの28国・地域
が参加している。
  営口港が「一帯一路」の海外市場に熱心に根付くとともに、瀋陽連立銅業がカザ
フスタンで投資した銅資源総合開発・製錬プロジェクト、特変電工瀋変公司がアフ
リカのチャド・ニジェールで投資した電力プロジェクト、大連機車が南アフリカへ
輸出するディーゼル機関車プロジェクトなどの重要な生産能力連携プロジェクトも
「新しいシルクロード」に遼寧の足跡を刻んだ。
  省商務庁の関係者によると、遼寧省は今後、企業の「一帯一路」沿線諸国におけ
る投資・協力事業の展開を続けて推し進め、「千社の企業が国を出る」といった政
策を着実に実施し、国際生産能力と設備製造に関する重大連携プロジェクトのデー
タベースを整備する。また、連携プロジェクトに対して動態的・分別的・階層的管
理を行ない、データベースを手掛かりとし、重大プロジェクトを中心に事業を展開
するほか、各プロジェクトにおける中国の主要企業が抱える具体的な問題と困難を
念頭におき、省内企業の「海外進出」事業に対する指導とサービスを強化する方針
だという。（遼寧日報5月12日）

  ◇  琿春、「一帯一路」北方ラインの新しい門戸に成長  ◇

  4月23日11時37分、ロシアのカミショーバヤからの貨物列車が到着し、琿春鉄道
口岸の輸出入総量が100万トンを突破したことを示した。検査の職員が車両内で検
査し、管理監督職員が貨物リストをチェックし、ガントリークレーンが稼働する。
こうした場面が毎日この国境地域で見られている。
  統計によれば、琿春市の第1四半期の外国貿易輸出入は金額ベースで26.5億元を
実現し、前年同期比43.6％増となった。そのうち、輸出は9.4億元で前年同期比26.8
％増、輸入は17.1億元で前年同期比54.9％増となった。
  琿春−マハリノ鉄道は中ロ間を結ぶ経済の大動脈として、中国の「一帯一路」建
設における越境の大ルートとなっており、貨物通過量は爆発的な成長を遂げている。
口岸における取扱能力の向上のため、昨年は鉄道の積替駅機能の拡張工事を行い、
工事が完成後、口岸の貨物貯蔵能力が大幅に高まり、原木・原油・化学肥料・鉄鋼・
コンテナ・石炭などの物資の輸出入の複合一貫輸送がさらに拡大している。
  ロシアのザルビノ港から韓国・釜山の「鉄道・海運一貫輸送」の航路は週1回の
運行を常態化させることに成功した。北朝鮮の羅津港を経由する「内貿外運（国内
貿易の海上輸送）」の航路も船舶を一新し、上海航路の基礎のもと寧波航路を開拓
した。束草航路もすでに中国・ロシア・韓国の三カ国で復航する合意がなされ、中
朝国境の圏河から元汀への道路大橋も開通し、ロシア−北朝鮮間の郵便ルートも運
営が安定化し、新沙ダ子大橋やシュ湾子鉄道の工事も順調に進んでいる。中ロ間の
小型車両通行業務も順調に進んでいて、長春−琿春高速鉄道の輸送旅客も延べ100
万人を超えた。国家交通輸送部が最近公布した全国物流ルートと結節ポイントの見
取り図のなかで、琿春は陸路国境口岸における結節点都市に列せられ、国家戦略の
発展見取り図における位置と役割がさらに明確になった。（吉林日報5月13日）

　━━　モンゴル情報　━━

  ◇  モンゴル企業が日本に木製組立キットを輸出  ◇

  日本人がモンゴルで、環境に優しい木製組立キットやロボット作製キットを作っ
ている。
  ドゥインヘル・テルグン社のガンオド社長は、同社が日本から子供用木製キット
を受注したと語った。世界的に優秀なエンジニアを手に入れるために、ガンオド社
長は日本の経験に倣い、短期間でエンジニアを養成する高度技術アカデミーを設立。
日本との関係は拡大し、強くなる一方だ。
  ドゥインヘル・テルグン社は最近、日本の（株）アーテックから学習用木製組立
キット、100セットを受注した。さらに、同社は日本の小学校や幼稚園に学習用ロ
ボット作製キットを輸出する。同社は木製組立キットの材料のスギ材をロシアから
輸入するつもりだ。（Asia Russia Daily 4月27日）

  ◇  7カ国が中国−欧州間貨物輸送で協力  ◇

  モンゴル、ロシア、中国、ベラルーシ、カザフスタン、ドイツ、ポーランドの間
で、鉄道輸送に関する協定書が署名された。
  中国鉄路総公司の発表によると、中国、モンゴル、ベラルーシ、ドイツ、カザフ
スタン、ポーランド、ロシアの鉄道関連省庁が中国−欧州間鉄道貨物輸送分野での
協力の深化に関する協定書に署名した。この協定書は「一帯一路イニシアチブ」に
資するもので、アジア−欧州間の鉄道貨物輸送の試乗車を拡大し、沿線諸国の経済
発展と貿易交流を促進する。協定に従い、各国は安全で、円滑で、便利で、競争力
のある鉄道ルートのためのインフラの改善を、協力して目指す。
  情報技術は列車の速度を上げ統一サービスを向上させる。交通機関の安全確保の
ために、情報交換プラットフォームが設置される。各国は多数の地域で鉄道サービ
スを拡大し、通関手続きをスピードアップする。問題処理のために、合同作業部会
と専門家チームが結成された。
  中国−欧州間の貨物列車サービスは2011年に始まり、高い効率で急速に発展した。
このサービスは一帯一路イニシアチブの重要な構成要素となった。現在までに貨物
列車の数は3557本となり、中国の27都市と欧州11カ国28都市がサービス対象となっ
ている。（Asia Russia Daily 4月27日）

  ◇  ADBと日本の支援でモンゴルの観光地にエコトイレを  ◇

  フブスグル湖国立公園プロジェクトにおける「生活水準向上・持続可能な観光」
統合プログラムは、アジア開発銀行と貧困削減日本基金からの支援で実施されてい
る。プロジェクトの枠内で、フフスグル湖国立公園に環境に配慮したモデルトイレ
施設が建設される予定だ。
  国際的な廃棄物管理専門家Pier Donati氏が4つのソリューションを用いてトイレ
設備の青写真を作成し、そこから3つが選ばれ、環境・観光・グリーン開発省保護
地域管理局の専門家に示された。
  1）ハトガル村の公共岸壁での密閉タンク付きドライトイレ設備の設置。
  2）国立公園内の公営キャンプ場及び滞在地でのドライトイレ設備の設置。
  3）公共のイベントで使用するためのトイレビン付きのポータブルドライ
     トイレ施設の設置。
提供される技術は、スイス、フィンランド、米国の飲料水資源を有する国立公園で
広く使用されており、またモンゴルのMNS5924：2015基準も満たしている。
  このプロジェクトは、持続可能な観光、持続可能な活動のための能力向上、公園
管理機関およびその他の主要な利害関係者との連携を通じた、現地の生計支援を目
指している。（GoGo Mongolia 4月28日）

  ◇  モンゴル産ソバが原料の日本そばが現れる  ◇

  この春、モンゴルの大地で日本の高品質のソバが栽培される。ソバは、日本食の
そばの主原料だ。
  セレンゲ県と関係の深い静岡県の農業技術者がズーンブレン郡を訪れ、ソバの栽
培技術を指導。セレンゲ県のズーンブレン郡、バルーンブレン郡、オルホントール
郡には独自のソバ栽培の経験があるが、ソバ用の脱穀機や専用の工場がなく栽培を
止めた、という経緯がある。しかしこれからは、農業者らは幸運にも、販売市場の
ことを心配せずにソバの栽培を再開することができる。収穫物は国外市場で売られ
るからだ。
  畑には日本の優良品種キタワセが播かれ、収穫はセレンゲ県政府が日本企業と協
力して日本市場に輸出することになる。（Asia Russia Daily 4月28日）

　━━　対岸ビジネス情報　━━
  
  ◇  外国人向け「おくりびと」　葬儀や遺体輸送を代行（西日本新聞5月4日）
  https://www.nishinippon.co.jp/feature/new_immigration_age/article/326031

  ◇  冬山遭難、バックカントリー8割　外国人10人際立つ（新潟日報5月6日）
  http://www.niigata-nippo.co.jp/news/national/20170506322279.html

  ◇  訪日ロシア人22％増　ビザ緩和受け、空路も増便（北海道新聞5月12日）
  http://dd.hokkaido-np.co.jp/news/society/society/1-0398649.html

  ◇ 秋田県北の観光PR　外務省、駐日大使ら招きツアー（秋田魁新報5月10日）
  http://www.kahoku.co.jp/tohokunews/201705/20170510_43001.html

  ◇  道がロシア協力チーム　57機関参加、経済交流を推進（北海道新聞5月11日）
  http://dd.hokkaido-np.co.jp/news/politics/politics/1-0397813.html

  ◇  無限堂が上海に出店　稲庭うどん、中国の若者向けに（秋田魁新報5月13日）
  http://www.sakigake.jp/news/article/20170513AK0013/

  ◇  新潟にゲストハウス　書籍3800冊、外国人観光客に対応（新潟日報5月14日）
  http://www.niigata-nippo.co.jp/news/local/20170514323789.html

  ◇  ロ、韓のPRコーナー廃止　県が海外戦略見直し着手（新潟）（新潟日報5月17日）
  http://www.niigata-nippo.co.jp/news/politics/20170517324312.html

  ◇  島根と台湾結ぶ酒造り　県産品種ルーツ「台中65号」使用
                                                      （山陰中央新報5月18日）
  http://www.sanin-chuo.co.jp/news/modules/news/article.php?storyid=565212004

━━━━　エリナ・レター　━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━

　◇　 南川高範
　　　『所得水準に大きな差』（新潟日報 5月15日）

　　エリナ・レターは⇒　http://www.erina.or.jp/columns-letter/?utm_source=mail-magazine&utm_medium=email&utm_campaign=No.311(20170526)

━━━━　ERINAインフォメーション　━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━
　◇◇　ERINAビジネスセミナー
   　　「中国の産業用ロボット・生産設備産業の動向と可能性」を開催します。

　　○日時　2017年6月28日（水）　14：00〜16：00
　　○会場　朱鷺メッセ11階 NICOプラザ会議室（新潟市中央区）

　　詳細は⇒　http://www.erina.or.jp/about/news/129612/?utm_source=mail-magazine&utm_medium=email&utm_campaign=No.311(20170526)

　◇◇　「国際人材フェア・にいがた2018」では、
     　　新潟県内企業に就職を希望する留学生を募集しています。

　　○日時　2017年6月9日（金）　13：00〜17：00
　　○会場　新潟市民プラザ（新潟市中央区）

　　詳細は⇒　http://www.erina.or.jp/activities/business/job_fair/job_fair2018/?utm_source=mail-magazine&utm_medium=email&utm_campaign=No.311(20170526)

　◇◇　　9月にソウルで開催される
　　　　　「2017韓日部品素材調達商談会」「韓国青年人材採用相談会」の参加企業を
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　募集しています。

　　「2017韓日部品素材調達商談会」
　　
　　○会期　2017年9月27日（水）
　　
　　詳細は⇒　http://www.erina.or.jp/about/news/129642/?utm_source=mail-magazine&utm_medium=email&utm_campaign=No.311(20170526)

　　「韓国青年人材採用相談会」

　　○会期　2017年9月28日（木）

　　詳細は⇒　http://www.erina.or.jp/about/news/129651/?utm_source=mail-magazine&utm_medium=email&utm_campaign=No.311(20170526)

　◇◇　新潟県内高校・中学を対象に
　　　　　　　「ERINA出前授業」の申し込みを受付中です。　

　　○対象　新潟県内の中学・高校の総合学習の時間など（1時限単位） 
　　○実施期間　平成29年5月〜12月
　　○申込　受付中

　　詳細は⇒　http://www.erina.or.jp/about/demae/?utm_source=mail-magazine&utm_medium=email&utm_campaign=No.311(20170526)

　◇◇　英文学術誌『The Northeast Asian Economic Review』編集委員会
　　　　では投稿論文を募集しています。　

　　詳細は⇒　http://www.erina.or.jp/publications/naer/?utm_source=mail-magazine&utm_medium=email&utm_campaign=No.311(20170526)

　◇◇　『ERINA REPORT (PLUS)』編集委員会では投稿をお待ちしています。　

　　投稿規程は⇒　http://www.erina.or.jp/publications/er/?utm_source=mail-magazine&utm_medium=email&utm_campaign=No.311(20170526)

　◇◇　賛助会員・購読会員のご案内　

　　＜賛助会員制度＞

　　賛助会員制度は、この設立目的・事業活動に賛同される方々から積極的に
　　ご支援・ご協力をいただくとともに、ERINAの事業やその成果を活用して
　　いただくための制度です。

　　＜購読会員＞
　　
　　購読会員は、個人の方を対象に、ERINAの定期刊行物等をお届けするサービス
　　です。
　　
　　詳細は⇒　http://www.erina.or.jp/about/member/?utm_source=mail-magazine&utm_medium=email&utm_campaign=No.311(20170526)
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